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イン ト ロダクシ ョ ン

VGTRAINERは最も複雑な検査タスクの自動化に最適なソリューションで、更なる解析に必要な

正確なセグメンテーションを実現するディープセグメンテーションを可能にします。
VGTRAINERによって、機密データの機密性を保ちながら、正確なニーズに合った高度なディー

プセグメンテーションモデルをトレーニングできます。

表 1-1: 製品詳細

機能 詳細

製品名 VGTRAINER

リ リース 2026.2

Document ID SystemRequirements-1267-v006-001-ja
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システム要件

オペレーティングシステム

本ソフトウェアがサポートするオペレーティングシステム：

表 2-1: サポートするオペレーテ ィングシステム

プロセッサ

– 最小 ：

x86-64 CPU

ARM プロセッサはサポート されていません。

– 推奨 ：

Intel または AMD の高性能マルチコアプロセッサ （例 ： AMD Ryzen™ 9 5950X 16 コアプ
ロセッサまたは Intel® Xeon® E5-2687W v3 プロセッサ （3 GHz 以上））

RAM

VGTRAINERのトレーニングモデルでは少なくとも128 GB RAMが必要になります。メインメモ

リの実際に必要なサイズは、タスクのサイズに大きく依存します。

利用する主なデータセットや解析はソフトウェアの評価ライセンスで動作テストをご実施くだ
さい。評価段階でのご不明点は、弊社サポートチームまでお問合せください。

グラフ ィ ッ クカード

– 最小 ：

CUDA 計算能力 7.5 以上または 12 GB VRAM 以上搭載のビルト イン NVIDIA 専用グラ
フ ィ ッ クカード。

– 推奨 ：

CUDA 計算能力 12.0 以上または 24 GB VRAM 以上搭載のビルト イン NVIDIA 専用グラ
フ ィ ッ クカード （例 ： NVIDIA GeForce RTX 5090 （32 GB） または NVIDIA RTX PRO 
5000 Blackwell （48 GB））

プラ ッ ト フォーム オペレーティングシステム

Windows ： Windows 11 Enterprise 64 ビッ ト

Windows 11 Professional 64 ビッ ト
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オンボードのグラフ ィ ッ クチップ （統合グラフ ィ ッ クプロセッサ） はサポート されていません。

最新のグラフ ィ ッ クカード ド ライバがインストールされていることを確認して ください。

ディスプレイ

最小解像度は100%スケールで1400 x 1050、推奨解像度は100%スケールで1920 x 1080です。

実際の画面解像度は表示スケールx最低解像度となります。表示スケールが200%の場合、最低

でも画面解像度2800 x 2100を使用してください。

VGTRAINER は4Kモニターをサポートします。

スワップ領域

スワップ領域のサイズは、RAMと同程度にしてください。可能であれば、スワップ領域をSSD
に設定することを推奨します。

スワップ領域を無効にすると、 アプリケーシ ョ ンクラ ッシュを引き起こす原因となります。

ディスク容量

VGTRAINERのトレーニングデータでは少なくとも1 TBのディスク容量があるSSDが必要にな

ります。実際に必要なディスク容量は、タスクのサイズに大きく依存します。

ユーザ権限

ソフトウェアの使用には、ユーザまたは管理者権限が必要です。ゲストアカウントではライセ
ンスが動作しない場合があります。

ソフ トウェアのインスタンスを複数実行する

ソフトウェアを複数のインスタンスで実行すると問題が発生する可能性があります。

代表的な影響として例えば、インターフェース要素の不完全または誤配置など、ユーザーイン
ターフェースの問題が挙げられます。プリセットやワークスペースレイアウト等のユーザー設
定が意図せず上書きされることがあります。プロセッサ性能、グラフィックカードメモリ、メ
インメモリはアプリケーションのインスタンス間で共有されるため、不足することが考えられ
ます。メモリの大量消費によって情報がディスクにスワップされることで、システムパフォー
マンスの著しい低下や、アプリケーションのクラッシュが発生することがあります。
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仮想マシン

フローティングライセンスを使用する場合のみ仮想マシンで使用できます。仮想マシンは物理
マシンと同じハードウェアとオペレーティングシステム要件を満たし、専用GPUへのアクセス

を提供する必要があります。

サードパーティのソフ トウェア

フローティングライセンス

フローティングライセンスはFlexNet Licensing Serverを使用してインストールする必要があり

ます。FlexNetライセンスサーバーのインストールにはJava Runtime Environment（64ビット

版）17以降またはOpenJDK 21.0.2（64ビット版）が必要ですが、これはライセンスまたはイン

ストールパッケージには含まれていません。

FlexNet ライセンスサーバーのインストールには 64 ビッ ト版の Java Runtime Environment ま
たは OpenJDK が必要です。


	目次
	イントロダクション
	システム要件
	オペレーティングシステム
	プロセッサ
	RAM
	グラフィックカード
	ディスプレイ
	スワップ領域
	ディスク容量
	ユーザ権限
	ソフトウェアのインスタンスを複数実行する
	仮想マシン
	サードパーティのソフトウェア
	フローティングライセンス



